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序
説

修
道
会
L
仏
教
会
法

〈

2
)

ロ
!
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
お
け
る
三
種
の
入
鴎
の
一
つ
で
あ
る
修
護
者
(
司
祭
色

gと
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
キ

(
3〉

リ
ス
ト
教
的
完
識
を
め
ざ
す
共
調
体
で
あ
り
、
そ
の
在
務
は
修
道
賓
の
完
徳
へ
の
努
力
を
可
能
に
し
こ
れ
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ

(
4〉る

。
各
修
ぷ
場
会
は
教
育
、
福
社
、
童
数
等
個
別
の
目
的
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
的
尭
徳
に
達
す
る
た
め
の
手
段
に
し
て

(
5
〉

ハ

6
)

下
位
目
的
で
あ
り
、
そ
の
存
証
の
真
の
意
義
は
そ
れ
ら
の
実
用
的
価
鐙
に
で
は
な
く
そ
の
存
在
自
体
に
求
め
ら
れ
る
。
修
道
ム
誌
の
定

義
は
教
会
法
に
容
す
る
。
「
修
道
会
は
、
会
践
が
国
有
法
に
従
っ
て
、
公
的
終
生
番
願
、
又
は
満
期
時
に
更
新
す
べ
き
脊
離
の
公
式
響

額
を
立
て
、
兄
弟
的
生
語
を
共
同
で
営
む
間
体
で
あ
る
」
〈
六
O
七
条
二
項
〉
。
「
併
殺
願
」
は
、
修
道
者
た
る
第
一
の
要
件
で
あ
り
そ
の

〈

7
〉

b

(

8

〉

身
分
の
性
格
を
示
す
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
修
遥
余
は
会
員
に
よ
る
共
同
生
活
が
営
ま
れ
る
と
い
う
特
色
を
脊
し
、
ま
た
修
道
者
の

(

c

d
〉

世
搭
的
所
有
権
に
つ
い
て
の
規
定
は
控
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

修
造
会
を
修
道
会
結
社
(
知
的
岱

c
a
E
Zロ
n
o
s胃

22FmZ)
と
し
て
と
ら
え
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
立
壌
か
・
り
し
て
、
修
道
余
は
従
来

{
日
刊
)

結
杜
法
の
範
購
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
が
、
修
道
会
の
法
的
位
置
付
け
は
、

〈

I
)

修
道
会
と
は
、

丹
宮

内
《

U

一
般
的
な
結
社
の
権
利
と
自
由
の
牒
理
の
発
展
と
歩
調
を

ライシテの一断世話〈徳永〉

同
じ
く
す
る
も
の
で
は
か
な
ら
ず
し
も
な
い
。
む
し
ろ
「
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
菌
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
修
道
会
の
問
調
は
常
に
結
社
の

(
H
U〉

自
由
の
確
立
に
と
っ
て
躍
き
の
石
で
あ
っ
た
L

C

「
我
々
の
公
法
の
佳
統
は
、
修
道
会
の
発
屡
に
対
抗
す
る
用
心
の
集
積
で
あ
り
:
:
i
:

結
社
と
修
道
会
に
共
通
の
体
制
制
を
作
っ
た
と
し
た
ら
、
前
者
は
後
者
に
課
さ
れ
る
制
限
を
非
常
に
無
益
に
被
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

〈ロ)

結
社
に
ほ
ぼ
完
全
な
自
由
、
一
方
修
道
会
に
つ
い
て
は
非
常
に
管
一
酷
な
体
制
問
は
こ
こ
か
ら
結
論
さ
れ
て
く
る
」
と

M
-
オ
i
リ
ュ
が
述

べ
る
よ
う
に
、
修
道
会
に
討
す
る
立
法
者
の
態
度
は
嬰
味
深
く
、
こ
の
点
の
解
明
は
う
イ
シ
テ
の
原
理
に
預
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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ぃ
。
ま
た
藤
道
会
問
題
か
ら
逆
に
、
ラ
イ
シ
テ
の
樺
棉
が
部
分
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

(
今
ラ
ン
ス
姐
酬
の
ミ
昨
土
互
依
い
き
乙
、

g
u開ぷ刊
E
o
g
r
o
k】
き
語
い
、
山
m
m
t
H
Z
L
Z
E明
言
乙
ぞ
い
ず
れ
も
「
盤
望
ご
と
訳
し
た

eoazは
盛
蹴
が
同
級
立

可
能
な
修
道
会
、

g
u関
内
小
関
脇
伸
一
。
混
同
同
総
式
寄
綴
の
み
の
墜
事
審
令
指
す
。
た
だ
し
こ
の
区
燃
は
旧
教
会
法
に
よ
る
-
-
も
の
で
あ
り
〈

mm
八
八
条
二
項
て
現
行
教

会
法
に
お
い
て
は
総
称
と
し
て
の

Z
E
C認
が
用
い
ら
れ
る
。
一
方
機
峠
憎
む
諸
法
に
お
け
る
関
税
聞
は
教
会
法
的
江
区
別
に
お
い
て
は
厳
密
お
を
欠
く
が
、
最
も

頻
繁
あ
る
い
は
替
滋
に
用
い
ら
れ
る
績
は
き
お
ぷ
開

E
S
で
あ
る
。
な
お
問
教
会
法
と
は
一
九
一
七
勾
気
持
二
七
日
公
布
の
向
。
勺
凡
号
、
史
ゐ
治
、
込
、
。
々
、
ミ

で
、
そ
の
邦
訳
は
ル
イ
ジ
・
チ
ヴ
イ
ス
カ
訳
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
総
典
』
昭
和
一
一
一
七
年
、
一
九
八
三
年
成
品
況
の
渓
行
教
会
法
に
つ
い
て
は
、
白
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司

教
協
議
会
教
会
行
波
法
制
委
総
会
訳
『
カ
ト
ザ
ッ
ク
新
教
会
法
典
』
省
議
附
聞
出
版
・
一
平
成
閉
年
が
あ
る
。
引
尽
し
た
現
行
教
会
総
の
条
文
は
す
べ
て
、
こ
の
釈
を

採
用
し
た
。

(
2〉
制
官
義
者
宏
司
聞
か
)
、
修
滋
者
、
一
般
総
選
会

sgsω)
。
な
お
「
修
道
者
」
同
M
W
γ

修
道
者
の
ほ
か
修
道
司
祭
立
の
お
か
崎
将
伝
言
〉
も
含
む
。

〈3
)

上
線
中
入
学
編
吋
カ
ト
リ
ッ
ク
大
総
興
』
官
民
・
昭
和
一
七
年

1
ハ
一
一
一
一
i
六
二
七
衰
を
参
照
の
こ
と
。

〈4
〉
間
・
さ
つ
一
i
六
二
一
一
…
災
。
な
お
同
議
の
引
用
ち
あ
た
っ
て
制
約
撤
械
学
体
を
新
滋
写
体
に
改
め
た
。

〈5
)

問
・
六
二
)
一
両
。

〈6
〉
「
位
都
滋
会
は
、
そ
の
綴
約
・
超
自
然
的
相
松
本
態
度
を
以
て
社
会
後
活
の
均
衡
に
必
要
な
、
余
り
に
物
資
約
訟
も
の
に
耐
応
答
せ
る
大
多
数
人
の
茜
組
合
ω
万
向
に
対
す

る
対
重
を
強
化
」
(
上
智
大
学
編
・
前
泌
総
・
六
二
ム
ハ
隠
〉
し
、
「
禍
持
触
事
江
宗
教
的
・
倫
理
的
努
カ
安
定
払
う
個
人
、
況
や
よ
り
ふ
〈
な
る
共
同
鈴
」
が
、
「
綴
鐙
高

い
社
会
的
遠
近
作
関

me及
ぼ
す
い
〈
向
)
も
の
で
あ
る
。

(
7
〉
通
常
、
欝
蹴
臓
の
内
容
は
「
清
貧

(
E
5
2と
e

災
潔
(
の

Z
U仲
誌
と
・
従
機
〈

C
Z器
昔
話
)
」
の
部
職
務
の
還
す
ぞ
立
制
糊
し
て
饗
約
す
る
こ
と
と
解
さ
れ

て
い
る
。
伝
統
的
な
教
会
誌
は
、
懇
願
に
感
式
言
。

-020日
)
と
隊
式

2
5
1乙
mw
判
的
を
設
叫
り
る
。
輯
宵
願
に
側
関
す
る
部
分
を
淡
行
教
会
法
か
ら
引
引
用
し
て
み

よ
う
。
「
修
道
警
綴
の
笈
立
に
よ
ゥ
て
会
話
民
は
…
コ
つ
の
情
積
立
日
的
勧
化
的
の
順
守
安
官
公
に
普
い
、
教
会
の
奉
仕
掛
械
を
と
お
し
て
絡
に
奉
献
し
、
法
に
定
め
ら
れ
た
磯
山
杓

と
義
務
を
脅
す
る
も
の
と
し
て
会
に
合
体
き
れ
る
」
カ
ハ
双
凶
条
)
o
p例
制
朗
自
島
知
日
一
の
同
区
立
は
、
関
有
法
に
よ
っ
て
申
立
め
ら
れ
た
綴
簡
を
も
っ
て
宣
立
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
蛸
制
限
は
、

3
億
米
満
で
も
、
ま
た
8
年
後
越
え
て
も
な
ら
な
い
」
(
」
ハ
五
五
条
)
。
「
笈
立
さ
れ
た
饗
繊
の
裁
関
が
終
了
し
た
と

き
、
修
道
機
に
し
て
自
発
約
に
出
願
し
、
か
つ
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
者
同
体
、
寝
殿
の
後
料
相
X
は
終
生
後
師
酬
に
対
す
る
許
可
が
い
HY
え
ら
れ
る
。

-40 



そ
の
許
可
が
与
え
ら
れ
江
い
場
合
に
は
会
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
会
ハ
五
七
条
一
環
〉
。
「
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
有
期
縁
部
輔
の
期
路
は
隠
中
村

法
に
従
ぃ
、
柳
欄
限
移

w

有
す
る
上
附
設
に
よ
っ
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
会
期
制
が
有
期
立
厳
に
よ
っ
て
総
ば
れ
て
い
る
期
燭
は
会
夜
が

g
年
後
綴
え
で

は
な
ら
な
い
い
〈
同
一
一
犠
〉
。
な
お
本
穏
に
お
い
て
関
わ
り
の
あ
る
鯵
遊
会
関
係
の
教
会
法
は
法
曲
開
化
さ
れ
て
い
な
い
時
代
の
、
い
わ
ば
伝
統
的
伝
意
味
で
の
教

会
法
〔
弘
司
。
宗

S
5
3宮
乙
で
あ
る
。
引
開
削
し
た
の
は
す
べ
て
滋
接
的
に
は
現
行
教
会
法
の
条
文
明
、
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
伝
統
的
な
教
会
法
と
粛
な
る
部
分
の

み
ぞ
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
費
滋
約
な
内
容
で
あ
る
の
で
、
一
二
種
の
教
会
訟
の
内
容
の
務
議
に
つ
い
て
は
今
回
開
は
捨
象
し
え
た
点
を
新
っ
て
お
き
た
い
。

〈8
)

「
修
道
共
肉
体
は
、
法
坤
悼
の
規
定
に
従
っ
て
任
命
さ
れ
た
上
w
誌
の
綴
践
の
も
と
に
、
適
法
に
設
立
さ
れ
た
修
道
院
に
住
ま
な
け
れ
ば
苓
り
な
い
い
(
六

O
八
条

よ
り
〉
。
「
鯵
滋
者
は
、
自
己
の
演
す
る
鯵
滋
践
に
緩
往
し
共
同
生
活
安
守
ら
な
け
れ
ば
江
ら
ず
、
上
皆
同
の
許
可
を
得
な
い
綴
り
、
そ
こ
か
ら
離
れ
て
は
な
ら
む

い
」
(
六
六
五
条
一
環
よ
り
}
。

〈
g
)

「A耳
目

H
は
、
初
め
て
の
輯
音
頭
の
穏
に
自
己
の
財
緩
の
管
療
品

wg己
の
望
む
人
に
譲
り
渡
し
、
か
つ
会
憲
に
刷
創
設
の
絞
め
が
な
い
限
り
、
そ
の
財
産
の
健
闘
胤
体
構
及

び
そ
の
収
益
権
を
自
由
に
鎗
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遺
骨
一
…
蓄
は
、
民
法
上
も
有
効
で
あ
る
も
の
を
遅
く
と
も
終
生
醤
獄
の
前
に
作
淡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

〈
六
六
八
条
一
項
〉
。
「
会
の
性
質
に
基
づ
い
て
、
自
己
の
財
産
を
完
全
に
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
は
、
そ
の
放
策
を
可
能
な
綴
り
民
法
上
も
ん
旬
効
な
方

式
で
終
生
努
臓
の
前
に
行
い
、
か
っ
そ
の
効
力
が
欝
綴
笠
立
の
日
よ
り
生
じ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
〈
湖
西
淡
よ
り
)
。

〈
州
出
〉
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
教
育
の
自
由
化
の
妥
求
、
か
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
側
関
か
ら
求
め
ら
れ
で
き
た
こ
と
か
ら
、
修
道
会
と
教
湾
と
の
関
わ
り
は
無
綴
で
き
な
い
。

〈H
H
〉
玄
き
な
さ

Z
2
2
c
F
h
w誌
の
な
恐

K
S
E
G
Z忠
良
S
ミ
呉
滑
か
ら
w
E
N
P
判
長
訟
泊
料
念
。
て
。
一
守
(
U

き
吋
悶
霊
∞
応
、
品
。

E
-
F
G句
史
雰
2
3
h
u
s
h
S奪
が

A
F
@

左
3
3
4
2
@
ぬ
け

gsMMぽ
砕
か

p
g吋
即
物
官

-SMe

〈

ロ

)

同

町

2
2
c
F
o
b
-
n
p・
3
・
添
ゆ
ト
ミ
0

・
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務
議
会
規
制
約
の
在
り
方
の
模
索

i
l
革
命
期

i
一
九
世
紀

i
i

〈
一
)
醤
頼
禁
止
法
と
結
社
都
内
約
の
否
定

革
命
政
府
は
一
七
八
九
年
七
丹
の
革
命
勃
発
直
後
か
ら
修
道
会
の
禁
肢
を
も
く
ろ
み
、
制
憲
議
会
に
よ
っ
て
一

O
月
一
一
六
日
か
ら
修
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(1) 

道
誓
襟
〈
〈

8
5〉
の
立
譲
受
失
効
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
続
い
て
塑
年
二
月
一
三
日
、
修
道
会
欝
庄
の
最
初
の
法
令
「
穆
道

〈

2
)

誓
樫
禁
止
措
い
が
発
布
命
。
れ
る
。
明
法
は
ま
ず
響
額
の
否
窓
を
宣
言
す
る
。
こ
れ
は
、
古
典
っ
向
か
ら
の
修
道
会
一
合
定
の
意
翻
の
表
明

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
当
局
の
載
震
に
よ
っ
て
存
続
や
設
立
が
許
可
溢
れ
る
と
い
う
留
畑
郊
の
は
い
る
余
揺
す
ら
も
な
い
、
金
謹
的
禁
止
体

〈

3〉

制
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
修
道
会
と
い
う
集
団
の
性
格
の
特
色
が
こ
の
誓
願
に
魚
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
の
は
、
教
会
法
に
由
来

す
る
こ
と
で
あ
る
。
対
筋
道
会
政
援
の
起
点
と
な
る
こ
の
一
七
九

O
年
一
一
月
一

日
の
法
律
に
お
い
て
、
誓
曜
に
対
す
る
認
識
は
先
鋭

ル
ル
の
最
初
の
積
点
に
壊
し
た
。

七
九
一
年
憲
法
に
受
け
継
が
れ
る
。

誓
顕
禁
止
法
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
修
道
会
否
定
の
原
則
は
、
翌
年
制
憲
議
会
が
制
判
定
し
た

(
4〉

修
道
帯
側
織
の
禁
止
は
、
間
関
憲
法
前
文
が
開
明
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
前
文
は
、
個
人
と
岡
家
の
聞
に
介
在
す
る
す
べ
て
の
中
期

間
体
を
否
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
修
道
誓
願
の
禁
止
は
、
捌
入
を
拘
束
し
個
人
の
自
由
み
一
平
等
を
議
な
う
よ
う
怨
中
間
団
体

と
そ
の
契
約
の
全
面
的
な
否
定
と
い
う
精
神
、
す
な
わ
ち
結
社
否
定
の
思
想
か
っ
叢
欝
な
鶴
人
主
義
の
謀
議
か
ら
導
き
曲
さ
れ
て
い
る
。
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年
憲
法
前
文
の
修
議
会
に
対
す
る
態
度
は
、
あ
ら
ゆ
る
中
間
毘
体
の
一
種
と
し
て
の
と
ら
え
方
で
あ
っ
て
、
修
道
番
臓
は
単

〈

5〉

独
で
で
は
な
く
あ
ら
ゆ
る
間
体
契
約
・
結
社
契
約
の
一
種
と
し
て
一
語
に
禁
止
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
容
れ
る
。

一
自
の
法
律
の
対
象
外
で
あ
っ
た
単
式
誓
醸
修
道
会
と
、
さ
ら
に
は
修
道
会
で
は
な
い
祭

〈

5
)

一
七
九
二
年
八
月
一
八
日
の
デ
ク
レ
会
遇
告
す
る
。
こ
の
デ
ク
レ
の
特
徴

七
九

間
民
議
会
は
次
に
、

…
七
九

O
年
二
月

教
結
社
に
対
す
る
禁
肢
を
も
開
始
す
る
こ
と
を
法
定
し
、

は
、
も
は
や
擁
護
者
二
般
議
徒
の
判
的
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
言
い
換
え
れ
ば
誓
願
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
団
体

〈

7
)

を
鹿
止
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
全
修
道
会
お
よ
び
在
搭
の
カ
ト
リ
ッ
ク
自
体
禁
止
の
措
慣
は
、
極
端
に
錯
し
い
金
運
的
雄
主
体
観
の
完

成
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
革
命
期
の
立
法
者
・
政
酵
の
、
あ
ら
ゆ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
団
体
に
対
す
る
無
差
別
の
排
除
の
盛
勢
を
示
し
て

い
る
。
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(
I〉
回

C句作山内
wmwceChu-ah
・・唱
-
M
O
一戸

(
2〉
テ
キ
ス
ト
は
次
ぞ
参
照
の
こ
と

J
H
5
3長
e
p
g
h
N
2
5
2富
山
嘉
吉
宮
内
ゑ
タ
あ
q
d
h
F
O可
t
o
s
a
Sタ

内崎斗吋
haH・
品
「
・
勺
六
回
臨
時
hp

同

w・MMm
山
21me

(
3〉
た
だ
し
こ
の
時
点
で
は
、
全
編
的
禁
止
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
嬢
式
省
顧
〈
〈

S
E
ヨ
3
2
5
5
m
g
…2
3討
〉
で
あ
り
獲
式
審
踊
修
道
会
〈
ミ
今
立

a
gロ
間
句
か
開
旦
F
O
芸
品
窓
口
ミ
乙
で
あ
っ
て
、
隊
十
式
耕
曹
蹴
酬
と
そ
の
修
道
会
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
笈
的
な
禁
令
は
発
疲
れ
て
い
な
か
っ
た
。

(
4〉
「
国
民
議
会
は
す
で
に
緩
め
笈
器
引
回
し
た
と
こ
ろ
の
脂
綿
塑
に
滋
づ
き
フ
ラ
ン
ス
憲
法
を
制
定
す
る
こ
と
そ
欲
し
、
自
治
と
権
利
の
平
等
を
鏑
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

の
制
度
・
綴
織
を
議
終
的
に
廃
孜
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
伝
わ
ち
も
は
や
資
族
も
な
く
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
織
能
関
体
〈

S
G
0
2
5遺
品
。
言
。
門
型
富
山
O

おこ

も
な
い
。
日
筏
は
も
は
や
修
道
誓
願
(
〈

g
z
g一日間一
Z
M
)
も
自
然
法
ま
た
は
憲
法
に
反
す
る
い
か
な
る
契
約
も
認
め
な
い
い
〈
前
例
文
の
且
明
治
則
却
聞
と
議
後
総
よ
り
抜

粋
〉
。
テ
キ
ス
ト
は
次
よ
り
引
用
し
た

o
E
g
u
cを
ユ
込
町
四

g
ミ
迄
。
き
を
・
州
、
島

3
2
Hた
緊
急
》
君
主
守
句
、
丸
、
s
v
b
R
2
N
O話
、
。
以
内
右
側
駐
偽
札
町
内
ぬ

寺
2
2
札
G

5
ミ
h
p
M
g
N
・唱・

7:-

〈5
〉
こ
こ
で
は
、
家
法
制
定
者
に
と
っ
て
緩
蹴
の
脅
す
る
教
義
的
・
教
会
法
的
な
意
義
は
撞
縛
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
間
体
・
結
社
と
そ
の
契
約
を
窓
恕
す
る
と
修
滋

会
一
と
誓
踊
酬
の
問
題
は
闘
技
た
な
く
な
る
の
で
、
こ
れ
が
湾
び
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
、
結
紋
の

g-協
が
確
立
し
た
と
き
で
あ
る
。

(
S〉
「
闘
中
式
餐
駁
修
道
会
と
館
山
、
友
出
(
の
C
コ
E
S〉
の
廃
止
に
関
す
る
デ
ク
レ
ー
一
。
「
一
般
に
す
べ
て
の
宗
教
的
団
体

(
S必
ミ
伝
言
語
道
Z
昔
話
。
乙
と
男
女

の
制
中
式
緩
綴
修
滋
会
(
き
ヨ
踊
刊
か
斡
弱
点
。
草

mw丘
町
句
読
仏
-
F
0
2
5露
呈
内
き
ヨ
霊
〉
は
、
修
道
身
分
で
あ
れ
在
俗
身
分
で
あ
れ
(
虫
色

}
2
5
E
z
a
g
広
告
語
〉
、

:
:
:
溌
此
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
(
第
一
条
よ
り
〉
。
テ
キ
ス
ト
は
次
の
法
令
抽
無
か
ら
引
用
し
た
0
0
5
0
円賄罪

8
・怠
J

H

e

究
明
日
忽
央
官
-u由
N

O
仲

間

〈7
〉
今
後
規
制
の
対
象
と
な
る
カ
ト
ザ
ツ
ク
団
体
は
修
滋
者
の
会
も
一
般
信
徒
の
会
も
含
ま
れ
、
総
称
し
て
「
宗
教
結
社
〈
篠
宮
宮
紘
一
色

3
喜
一
一
四
い
き
君
〉
」
と
時
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
0

3
市
教
続
投
」
に
お
い
て
は
、
修
道
殺
の
会
は
「
修
遂
会
結
社

(
E
m
o
n
g同
d
o
n
g
n
m乱
開
宮
古
傷
宮
〉
」
と
呼
ば
れ
て
区
別
さ
れ
る
。
し
か

し
一
般
に
、
教
会
一
以
外
の
カ
ト
ヲ
ッ
タ
団
体
会
指
す
援
は
き
わ
め
て
多
臨
時
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
灘
、
か
あ
り
、
そ
の
都
度
対
象
の
範
闘
が
微
妙
に
異
な
る
。
よ
っ
て
直

訳
で
は
、
混
乱
を
飽
き
や
す
い
櫨
酬
は
、
縫
低
限
そ
れ
が
修
道
翁
の
会
か
一
一
絞
信
徒
の
会
か
、
そ
の
区
別
安
問
問
わ
ず
す
べ
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
共
同
間
休
場
指
す
の
か
を
明

雄
慨
に
す
る
こ
と
に
留
意
し
て
訳
出
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
安
断
っ
て
お
き
た
い
。
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zh常事。、
F
a
c
eな
を
の
S
詰
た

会
苧
取
締
体
制
の
創
設

一
九
世
紀
そ
通
じ
て
修
港
会
は
取
締
体
制
腕
下
に
あ
り
、
当
局
の
判
断
次
第
で
存
立
が
在
者
さ
れ
る
。

一
九

O
一
年
七
月
一
日
の
法
律
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腕
定
ま
で
の
一

O
O年
は
、
体
制
の
試
行
錯
誤
の
期
龍
と
な
る
。
修
道
会
取
締
の
方
法
の
模
索
の
一
方
で
、
批
程
の
自
由
の
態
想
が
壁

「
結
社
」
と
「
肇
埠
会
結
社
い
と
の
飛
離
が

4

広
が
る
顕

場
し
憲
法
麗
理
と
し
て
車
り
入
れ
ら
れ
は
じ
め
る
。
よ
っ
て
こ
の
一
世
紀
は
、

関
で
も
あ
っ
た
。

〈

1〉

統
領
政
府
時
代
、
多
数
の
接
選
会
が
政
府
の
黙
認
の
も
と
新
た
に
設
立
さ
れ
、
修
道
会
の
み
な
ら
ず
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
全
体

に
対
す
る
議
向
き
が
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
す
の
は
、

一八

O
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
ー
マ
の
翠
盛
と
の
潤
で
締
結
さ

(
2〉

れ
た
コ
ン
コ
ル
ダ

(
C
0
5
0
己
記
〉
、
そ
し
て
盟
年
間
丹
八
日
に
公
布
さ
れ
た
間
コ
ン
コ
ル
ダ
の
閣
内
法
で
あ
る
。
コ
ン
コ
ル
ダ
締
結

に
よ
っ
て
、
革
命
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
初
め
て
教
会
と
(
普
遍
教
会
と
も
圏
内
教
会
と
も
〉
和
解
し
え
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
対

修
道
会
政
策
を
含
む
フ
ラ
ン
ス
の
対
教
会
政
策
は
、
敵
対
と
禁
在
の
漂
制
問
問
持
路
線
か
ら
許
可
と
取
締
会
両
輪
と
す
る
備
銀
的
容
認
の

(
3〉

絡
線
へ
と
転
換
す
る
。

44 

こ
う
し
て
、
修
道
会
の
設
立
・
存
続
・
解
散
の
す
べ
て
を
行
政
の
判
断
に
従
属
さ
せ
る
体
制
が
始
ま
る
。
許
可
体
制
の
口
火
を
切
っ

〈

4
)

臼
)
の
デ
ク
レ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
行
政
当
局
の
許
可
を

た
の
は
、
共
和
磨
一
一
一
年
メ
シ
ド
i
ル

(
一
八

O
四
年
六
丹
二
一

あ
ら
か
じ
め
取
得
す
る
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
宗
教
結
社
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
デ
ク
レ
は
今
後
一
世
紀
近

く
続
く
許
可
体
制
の
型
を
提
示
す
る
役
割
を
果
た
し
、
こ
の
裂
の
諺
正
を
め
ぐ
っ
て
体
制
は
今
後
変
動
す
る
。

と
こ
ろ
で
当
局
が
許
可
す
る
よ
う
な
宗
教
結
社
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
巽
体
的
に
間
的
デ
ク
レ
の
中
に
記
載
し
て
あ
る
(
五
条
)
。

〈

5
)

そ
れ
ら
は
、
慈
善
事
棄
を
行
な
う
女
子
の
接
選
会
で
あ
っ
た
。
間
ヂ
ク
レ
は
、
宗
教
結
社
〈
こ
こ
で
は
修
道
会
を
指
す
〉
を
そ
の
活
動

内
容
に
よ
っ
て
選
射
し
、
帝
罷
に
と
っ
て
有
用
な
そ
れ
ら
ぞ
許
可
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
排
除
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
実
科
的
な
閥

的
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
帝
関
に
と
っ
て
不
要
な
も
の
は
容
赦
な
く
排
除
さ
れ
、
設
立
や
存
続
の
許
可
を
与
え
ら

れ
ず
、
選
実
上
存
荘
し
て
い
る
な
ら
ば
そ
の
立
場
は
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
、
許
可
を
得
ず
し
て
事
実
上
存
在
し
て
い



る
修
道
会
は
、
違
法
(
己
笠
宮
間
〉
な
存
在
で
あ
る
の
か
、
し
た
が
っ
て
軽
葬
犯
宗
主
三
吉
5
8
)
で
あ
る
の
か
ど
う
か
が
今
後
議
争

(品〉

の
的
と
な
る
。

うイシテの一新聞〈徳泳)

〈1
〉
間
関
家
出
掛
持
押
が
壁
晶
子
公
の
働
き
を
あ
て
に
せ
ざ
る
考
え
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。
共
犯
総
五
年
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
六
日
ご
じ
九
六
年
一

O
月
七
日
〉

の
法
律
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)

コ
ン
コ
ル
ダ
関
門
法
は
、
「
礼
採
の
組
織
化
に
関
す
る
法
博
開
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
、
コ
ン
コ
ル
ダ
本
文
と
二
積
額
の
付
属
約
数
〈
〉
『

F
R
5
2問
喜
一
宮
器
〉

を
出
掛
え
て
い
る
。

(
3〉
コ
ン
コ
ル
ダ
に
は
修
道
会
に
つ
い
て
の
規
定
は
一
切
古
け
し
な
い
。
繋
柑
肢
の
予
渉
は
、
修
道
会
禁
圧
に
糾
問
す
る
数
い
の
袴
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
村
局
約
欽
に
も

修
道
会
M-h

関
す
る
規
悠
は
日
見
当
た
ら
ず
、
通
常
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
カ
ト
ヲ
ツ
ク
蹴
陣
営
の
狗
解
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
コ
ン
コ
ル
ダ
に
お
い
て
と
り
残
さ
れ
た

の
が
つ
ま
り
修
道
会
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
コ
ン
コ
ル
ダ
の
テ
キ
ス
ト
は
次
か
ら
引
用
し
た
。
ロ
ミ
耳
鳴
弓
・

8
・
島
、
昨
日
M
J
S
M
F

拍
子
帥
阿
部
耳
切
・
な
お
こ

の
コ
ン
コ
ル
ダ
に
関
し
て
は
「
縁
側
棚
田
政
治
公
法
研
究
」
第
三
回
考
・
平
成
三
年
・
一
八
五
賞
以
下
の
総
務
を
参
照
詣
れ
た
い
。

〈4
〉
「
宗
教
約
な
団
体
ま
た
は
結
社
数
間
体
の
解
散
モ
命
じ
る
デ
ク
レ
」
。
こ
れ
は
第
一
条
で
い
く
つ
か
の
間
総
批
判
名
認
を
名
指
し
し
、
ヵ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ふ
さ
れ
た
あ

る
特
定
の
修
滋
会
の
解
散
を
命
じ
、
続
い
て
辺
恋
惑
を
ロ
耐
火
と
す
る
も
の
で
無
許
可
の
他
の
す
べ
て
の
開
肉
体
玄
関
判
炉
開

E
O
Z〉
ま
た
は
結
社
〈
ま
き
の
凶
器
…

3ω
〉

は
、
こ
れ
そ
解
散
す
る
」
(
同
二
羽
〉
。
「
宗
教
を
口
実
と
す
る
男
女
の
関
係
ま
た
は
結
社
は
、
そ
の
会
ぬ
が
従
う
と
こ
ろ
の
会
射
と
綴
約
を
調
官
燃
し
た
う
え
で

幾
務
の
ヂ
ク
レ
が
開
明
白
に
統
制
汚
し
た
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
結
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
〈
間
条
)
。
テ
キ
ス
ト
は
次
か
ら
引
用
し
た
。

ロZ
J
R
竜
町
2
・
0hu'A比
一
-
け
H
m
b
w
M
斡
附
品
W
W
M
Y
民
事
。
仲

ω・

(
5〉
他
に
笈
数
後
行
な
う
期
内
予
の
修
造
会
数
回
体
も
許
一
付
さ
れ
た
o
X
W
2
0
F
R
g
e
2
H
ニ
マ
怠
∞
・
ま
た
、
一
八

O
八
年
一
一
一
月
一
七
日
の
デ
ク
レ
(
大
学
制
度
会
設
震

し
教
育
の
中
市
穴
祭
掛
糖
化
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
)
の
一

O
九
条
に
よ
っ
て
、
公
教
妥
理
教
務
安
打
う
男
子
ル
都
議
会
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
ML
小
。
問
問
〉
京
拘
CF'

平
日
な
忠
良
、
。

R
E、g
h
h
h
E
o
a泌
氏

w
y
広
よ
?
を

Z
臨
め

anpト

g
h
S
2
3
h
u
a守
壮
喝
ま
P
Z
N戸
市
・
8ω
・
な
お
由
来
利
の
い
然
の
み
か
ら
修
滋
会
後
認
め
る

と
い
う
政
策
に
則
ウ
て
、
〈
観
想
生
活
を
送
る
)
盛
式
務
総
修
道
会
は
明
窃
許
可
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
(
尖
和
感
一
二
年
mw
ダ
ク
レ
一
一
一
条
)
。
ま
た
一
二
条
の
表

現
に
よ
れ
ば
、
終
生
懇
願
の
立
総
も
禁
止
さ
れ
る
。

〈

S
〉∞
z
三
S
F
O』

u・2haa
日

u
N
S
・

45 



宗教法11号 (1号事2)

〈
三
)
取
締
体
棋
の
進
展
と
体
制
下
の
論
争

帝
政
崩
壊
後
ブ
ル
ボ
ン
王
政
が
護
活
し
復
古
約
な
設
業
を
採
り
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
教
会
も
患
を
吹
き
返
し
、
社
会
全
体
に
お
け

る
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
巻
返
し
が
艇
こ
る
中
、
修
ぷ
理
念
に
つ
い
て
有
科
な
内
務
を
含
む
一
八
一

一
月
ニ
日
の
詰
律
が
制
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
鯵
議
会
に
対
し
法
律
を
饗
す
る
許
可
斜
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
認
可
さ
れ
た
穆
道
会
に
か
ぎ
り
財
産
上
の
法
律
持
為
の
権
料

〈

1
)

を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
八
年
後
の
一
八
二
五
年
五
月
二
回
目
に
制
定
さ
れ
た
札
制
は
、
許
可
一
禁
制
の
盟
会
か
な
り
詳
細
に
機

訴
し
て
い
る
。
ニ
条
に
よ
れ
ば
、
女
子
修
道
会
は
菌
内
の
教
会
当
局
の
慾
認
を
得
た
後
国
家
の
持
政
当
局
の
審
査
そ
受
け
な
け
れ
ば
な

〈

3〉

ら
な
い
。
存
続
の
認
可
は
行
激
的
許
可
で
足
り
る
が
、
新
規
設
立
に
は
法
律
令
要
請
す
る
。
一
一
一
条
は
修
道
会
の
議
設
議
遣
に
際
し
て

の
許
可
の
条
件
を
定
め
て
い
る
。
ぞ
れ
に
よ
れ
ば
、
施
設
鎗
迭
に
先
立
っ
て
・
申
識
す
べ
き
こ
と
、
ぞ
れ
に
対
し
教
区
司
教
と
市
幣
村
議

会
の
向
意
が
持
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
建
造
の
許
可
は
盟
主
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
修
議
会
の
許
可
体
制
は
、

誌
の
法
的
整
備
を
児
、
体
制
が
屈
ま
っ
た
。
し
か
し
一
九

O

一
連
の
法
令
に
よ
っ
て

年
七
丹

日
の
法
律
制
定
ま
で
、
こ
の
取
締
の
体
制
料
は
い
く
つ
か
の
争
点
を
め
ぐ
っ
て
論
争
長
引
き
起
こ
し
、
部
分
的
修
正
が
な
さ
れ

る
c 

ま
ず
無
許
可
修
議
会
は
「
違
法
な
い
存
在
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
論
争
が
記
こ
っ
た
。
す
な
わ
ち
制
刑
事
剰
の
対
象
と
な
る
軽
罪
判
似

で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
ち
違
法
で
そ
れ
ゆ
え
に
刺
殺
罪
〈
ふ
さ
乙
に
相
当
叫
す
る
と
は
言
え
ず
単
に
法
人
格
を
有
し
な
い
存
産
、
し
た
が
っ

て
法
律
上
の
燕
能
力
状
態
に
畿
か
れ
る
に
と
ど
ま
る
の
か
。
こ
の
論
争
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
継
続
容
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
許
可
に

対
す
る
行
政
当
局
の
忠
義
な
裁
蟻
権
と
表
裏
の
関
孫
に
あ
っ
て
、
取
締
体
制
を
一
種
不
透
明
な
も
の
に
し
て
い
る
。

一
九
世
紀
半
ば
、
体
制
は
教
育
の
自
由
花
の
影
響
を
受
け
る
c

一
共
和
剰
に
入
り
教
湾
の
自
由
化
が
進
め
ら
れ
る
と
、
修
議
会
を

め
ぐ
る
扶
捉
は
大
舗
に
貯
転
し
た
か
に
見
え
た
。

の
法
律
す
な
わ
ち
フ
ァ
ル

i
法

F
E
C
C
H
)
は
中

一
八
五

O
年
五
月

46-



〈

4
)

等
教
育
の
自
由
花
査
資
一
言
し
た
が
、
そ
の
思
惑
を
蒙
っ
て
、
多
数
の
中
等
教
青
穆
選
会
が
設
立
8
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ま
で
許

〈

5〉

可
後
得
ら
れ
な
か
っ
た
種
類
の
修
道
会
に
も
絶
野
の
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
共
和
制
帆
の
到
来
と
と
も
に
強
ま
り
、

一
八
八

O
年
五
月
二
九
日
の
デ
ク
レ
発
布
に

し
か
し
、
修
送
金
に
対
す
る
逆
風
が
再
度
、

〈

S〉

査
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
後
あ
ら
た
め
で
許
可
を
与
え
ら
れ
る
以
外
の
務
選
会
は
す
べ
て
解
散
を
命
じ
ら
れ
る
。
許
可
を
欲
す
る

務
道
会
は
一
一
…
カ
月
以
内
に
そ
の
申
舗
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
申
請
ぞ
怠
っ
た
り
却
下
さ
れ
た
り
し
た
も
の
も
悶
様
で
あ
る
。

ライシテのー控訴耐(後沿え)

「
カ
ト
リ
ッ
ク
関
山
体
に
対
サ
る
鰭
与
に
関
す
る
法
律
い
。
テ
キ
ス
ト
は
次
か
ら
引
用
し
た
。

oagaz-
さ
・
。
含
よ
同
-
M
M
Y
M由
N
4

・
3
お

e
H
m
-

な
お
こ
の
法

律
は
、
修
道
会
に
対
す
る
法
人
格
の
慈
与
そ
め
ぐ
る
法
令
上
お
よ
び
コ
ン
ゼ
イ
ユ
・
デ
空
の
判
例
上
の
紛
糾
の
端
緒
と
な
る
。

(
2〉
「
女
子
修
滋
会
・
宗
教
災
肉
体
の
許
可
と
合
法
的
滞
在
に
憶
す
る
法
律
」
。
「
い
か
な
る
女
子
修
道
会
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
以
下
の
条
項
の
規
定
す
る
形
態

と
条
件
に
従
わ
な
い
か
ぎ
り
許
可
し
な
い
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
許
可
を
得
た
も
の
の
波
紋
の
建
造
に
つ
い
て
も
問
嫌
で
あ
る
」
〈
第
一
条
)
。
「
い
か
な
る
女

子
修
滋
会
も
、
教
即
位
潟
教
の
承
認
審
制
持
た
会
則
が
j

j

(
中
略
〉
:
:
:
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
お
い
て
察
官
叙
さ
れ
登
録
事
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
な
い
」

〈
一
一
条
一
項
よ
り
〉
。
テ
キ
ス
ト
は
次
か
ら
制
約
浴
し
た
。

u
c
z
a
e
p
o百
・
急
J

「
N
出
汁
岡
田

S
-
V
M
M
M
Z
ω
・

〈3
〉
コ
ン
々
イ
ユ
・
デ
タ
が
裁
量
の
機
滋
を
発
揮
す
る
行
政
当
局
の
ゆ
樹
駄
に
位
蝉
脱
す
る
制
度
が
こ
こ
に
始
ま
っ
た
こ
と
が
、
今
後
霊
獲
で
あ
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ

タ
は
修
道
会
の
法
人
格
の
取
得
、
新
施
渓
の
建
造
の
許
可
、
財
産
附
取
得
に
関
す
る
法
的
行
政
行
為
等
に
関
し
て
、
棚
慨
し
て
銭
議
怠
態
度
を
ゑ
す
。
て
oh、
仏

Z
守

白
書

z
g
E
Z
S
F
E
E
E世
訟
喝
号

2
3師、。宮

h
S
2
2
ご
笥
F
Z
m品

O

H

F

〈

4
〉

6
c
m
t
F
o
h
u‘
n
R
-
a
v
m
w
m
w
M
-

〈5〕

A

火
山
初
勝
一
一
一
年
メ
シ
ド
ー
ル
一
一
一
日
の
デ
ク
レ
と
一
八
一
一
八
年
六
月
一
六
お
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
(
イ
エ
ズ
ス
会
に
匁
校
の
経
営
と
数
穏
を
禁
じ
る
〉
に
よ
っ
て
指
令

綴
し
で
解
散
そ
命
じ
ら
れ
て
い
た
修
道
会
も
、
フ
ァ
ル
i
法
の
思
惑
に
よ
っ
て
ヤ
帥
伐
の
湾
設
交
を
務
ち
え
た
。

〈6
)

向
日
の
デ
ク
レ
は
二
種
類
存
し
、
一
つ
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
解
散
を
命
じ
る
も
の
、
も
う

義
務
付
け
た
・
も
の
で
あ
る
。

-47-

〈

l
〉

つ
は
そ
の
他
の
修
道
会
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
約
一
号
の
申
務
を
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取
締
体
載
の
穣
立

l
i
一
九

0
…
年
七
月
一
白
の
法
律

i
|

〈

1
)

九
ハ
〉
一
年
七
月
一

8
の
綾
律
は
フ
ラ
ン
ス
近
代
法
の
醗
史
に
お
い
て
初
め
て
登
場
し
た
結
社
全
般
に
つ
い
て
の

あ
る
。

同
法
は
=
一
編
に
分
け
ら
れ
、
第
一
繍
と
第
二
緩
は
通
常
の
結
社
(
富
田
0
2
E
3
2
0え
3
2
2日)、

一
柵
織
は
修
道
会
特
社
〈
斡
臨
時
0
2

円
山
内
W
砕
い

O
ロ
m
n
c
喜
志
窓
口
広
吉
田
)
の
み
を
対
象
と
す
る
。
こ
こ
で
は
第
三
編
を
検
討
し
っ
て
修
道
会
取
締
の
体
制
の
完
成
の
様
相
を

見
て
み
た
い

G

(
一
〉
修
道
会
の
法
的
立
場

(
2〉

蔀
世
紀
に
お
け
る
修
道
会
の
取
締
体
制
は
、
実
震
に
お
い
て
寛
容
と
不
寛
容
の
縄
撰
部
を
有
し
、
予
跨
の
視
点
か
ら
行
政
銭
盤
の

余
地
が
限
り
な
く
藤
議
す
る
結
果
を
招
い
た
。
そ
れ
は
体
制
自
体
の
不
備
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
の
不
備
は
行
政
許
可
制
そ
の
も
の
で

(
3〉

あ
る
。
行
政
裁
量
に
依
存
す
る
選
択
的
予
防
体
制
が
行
き
詰
ま
り
、
修
議
会
の
根
本
的
盟
餅
に
は
法
律
を
要
議
す
る
認
可
制
度
導
入

48-

が
必
至
の
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
向
誌
は
「
い
か
な
る
修
道
会
も
結
成
に
は
法
律
を
も
っ
て
そ
の
活
動
の
条
件
後
決
定
し
、
許

(
4
)
 

(
一
三
条
一
明
〉
と
明
言
す
る
。

一
可
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
い

第
二
の
不
備
は
、
無
許
可
の
ま
ま
現
に
~
存
在
し
て
い
る
修
議
会
に
対
す
る
強
制
力
行
棟
の
権
揮
の
一
所
在
と
そ
の
内
容
の
不
明
確
さ
、

要
す
る
に
非
許
可
修
道
会
に
対
す
る
制
裁
の
不
明
瞭
さ
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
前
述
の

-
軽
罪
」
論
争
の
決
議
に
焦
点
が
較

ら
れ
る
。
同
法
が
無
許
可
で
結
成
容
れ
た
捧
道
会
は
す
べ
て
違
法
と
さ
れ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
(

六
条
一
一
き
こ
と
で
、

一
帝
政

時
代
か
ら
融
続
容
れ
て
い
た
違
法
・
軽
減
持
論
争
は
終
結
し
た
。
許
可
な
き
修
遥
余
は
す
べ
て
違
法
な
存
設
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ゆ
ゆ
え

に
こ
れ
以
後
、
無
許
可
接
選
会
の
結
成
は
総
統
揮
に
相
当
す
る
こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
。
間
条
は
制
刷
出
割
震
定
を
伴
い
、
罰
金
と
禁
屈
が
諜

さ
れ
る
と
と
を
照
明
記
す
る

了
一
二
項
、
八
条
一

。



違
法
性
の
確
定
、
軽
罪
犯
の
指
定
、
制
m
罰
の
明
一
一
小
に
つ
い
て
は
、
全
般
的
な
結
社
法
と
の
関
連
で
重
要
で
あ
る
。
同
法
制
定
以
議
ま

{喜〉

般
法
主
吉
宗
門
C
努

3
5
m古

田
知
的
問

c
n
E
C
Oロ
由
〉
と
し
て
効
力
安
有
し
て
い
た
の
は
鵬
首
法
典
(
の
。
ま

3
5
y

で
は
、
結
社
に
関
す
る

一
八
一

O
年
の
間
刑
詰
典
〉
の
「
也
事
獄
、
文
学
、
政
治
、
そ
の
他
の
対
象
に
従
事
す
る
た
め
に
、
毎
日
ま
た
は
特
定
の
日
に
集
会
を
も

つ
こ
と
を
目
的
と
す
る
ニ

O
名
以
上
か
ら
な
る
結
社
は
、
政
府
の
同
撃
を
得
、
か
つ
社
会
で
影
響
力
を
有
す
る
公
共
の
当
局
が
選
評
す

{sv 

(
二
九
条
)
と
い
う
条
項
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
以
下
二
九
四
条
ま
で
が
関
連
・
補
足
規
定
友
び
剰
罷

る
条
件
下
で
の
み
結
成
で
き
る
」

規
定
と
な
っ
て
お
り
、
刑
法
典
の
こ
れ
ら
五
つ
の
条
環
が
一
九

O
一
年
の
法
律
制
定
ま
で
の
結
社
の
実
定
法
不
在
の
翻
を
補
う
結
社
条

…
八
一
一
…
胆
年
間
丹
一

O
日
の
法
律
〈
「
結
社
に
関
す
る
法
律
」
)
に
よ
っ
て
川
以

下
の
よ
う
な
修
正
を
受
け
、
薮
格
北
さ
れ
る
。
第
一
の
点
は
、
取
締
の
対
象
設
定
の
厳
格
北
で
あ
り
、
刑
法
典
一
一
九
一
条
に
お
い
て

(
7〉

「ニ

O
名
以
上
か
ら
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
部
分
後
、
「
よ
り
少
な
い
人
数
に
分
割
さ
れ
て
い
て
も
」
と
し
た
こ
条
)
。
第
二
の
点
は

載
料
の
管
轄
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
結
社
の
叡
棒
体
制
下
に
あ
っ
て
重
要
な
関
舗
と
な
る
違
法
・
軽
罪
論
争
に
お
い
て
、
立
法
者

項
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
刑
法
典
の
結
社
条
壌
は
、

-49 

が
無
許
可
結
設
の
軽
罪
拍
相
当
牒
則
を
強
く
押
し
出
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
叫
刑
法
典
設
。
ひ
こ
の
一
八
三
四
年
の
法
律

{8) 

に
違
反
す
る
行
為
の
裁
判
権
は
、
軽
罪
議
判
所
〈
笠
宮
H
g
c
H
n
2
2
a
o
Z冊
目
指
〉
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ライシチの一筆者蘭〈主義永)

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
結
社
の
一
般
法
自
体
が
不
連
当
と
見
な
さ
れ
ば
じ
め
た
こ
と
が
設
整
で
あ
る
。
結
社
の
全
般
的
な
自
由
り

要
求
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
こ
れ
を
取
締
体
制
制
下
に
霞
く
た
め
の
制
刑
法
の
結
社
条
犠
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
き
た
。
壊
一
噂
す
れ
ば
、

結
社
の
存
在
自
体
を
問
う
違
法
・
鞍
罪
論
争
を
行
う
こ
と
は
、
も
は
や
時
拭
錯
誤
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
修
道
会
に
関
し
て
は
、

立
法
者
・
政
府
は
戸
反
対
に
そ
の
取
締
を
強
化
す
る
こ
と
を
欲
し
、
修
道
会
の
違
法
・
軽
罪
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
ぞ
れ
そ
確
定
す
る
方
向

で
結
論
が
出
火
切
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

立
法
者
を
し
て
「
結
社
詰
」
の
テ
ネ
ス
ト
そ
作
成
す
る
こ
と
の
必
要
性
そ
感
ぜ
し
め
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
構
で
あ
っ
た
。
そ
し
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て
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
通
常
の
結
設
と
修
道
会
結
社
と
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
震
定
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う

な
わ
け
で
、
一
九

O
一
年
の
法
待
は
、
従
来
結
社
の
一
韓
法
と
容
れ
て
き
た
制
刑
法
の
諸
制
設
定
を
名
指
し
で
療
薬
し
〈
ニ
一
条
)
、
か
っ
、

〈

g〉

自
曲
を
一
般
法
と
す
る
躍
的
に
反
す
る
恐
れ
の
あ
る
襲
定
の
す
べ
て
を
暗
黙
に
操
業
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
常
の
結
社
が

も
は
や
刑
法
に
触
れ
る
こ
と
は
諜
則
と
し
て
な
く
な
っ
た
。
一
方
鐸
選
会
に
つ
い
て
は
許
可
体
制
が
存
続
し
、
あ
ま
つ
さ
え
無
許
可
接

選
会
の
違
法
性
が
確
定
し
た
。
修
議
会
は
、
新
・
結
社
の
一
般
法
か
ら
撞
き
去
り
に
さ
れ
て
、
旧
・
職
法
の
中
に
と
り
蔑
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

(
l
)

筏
式
名
称
を
「
総
社
契
約
に
関
す
る
法
律
い
と
い
う
。
阿
波
の
条
文
の
引
制
捕
は
す
べ
て
次
に
よ
る
。
む

5
0『司君
a
o
w
n
h
h
-

三
O
M
Y
H
g戸

V
M
8
2
ω

〈2
〉
と
く
に
後
政
に
お
い
て
そ
れ
が
綴
務
で
あ
る
。
「

i

締
裁
は
む
し
ろ
修
道
会
に
好
掛
品
約
で
あ
っ
た
が
、
必
饗
と
あ
ら
ば
、
厳
格
さ
を
示
す
能
力
を
保
持
す
る
。
事

爽
、
齢
制
審
問
と
病
院
の
修
道
会
に
は
許
可
は
お
動
的
で
あ
る
。
抽
出
は
明
白
に
許
可
さ
れ
る
が
、
大
自
に
見
ら
れ
て
融
骨
盤
献
の
監
視
に
従
綴
す
る
か
で
あ
っ
た
」
。
令
官

玄
o

E
ロ
m
p
ト
A
N
K守
究
忠
弘
ぜ
句
旬
。
忠
良

ε
3
3
札
さ
た
も
S

K
句
、
島
村
崎

az・
5
3・
M
Y
M同
号

(
3〉
「
自
由
と
絞
御
と
の
認
の
こ
の
や
間
体
制
制
は
、
平
穏
な
絡
代
に
は
持
緩
力
が
あ
る
か
、
世
俗
の
権
力
と
教
会
!
と
の
認
で
関
係
が
緊
張
し
て
か
ら
は
、
そ
れ
は
劉

争
の
錨
榔
融
取
と
な
り
、
…
八
八

O
年
か
ら
一
九
一
問
年
ま
で
の
第
一
一
一
共
和
制
の
燈
出
入
が
そ
れ
ぞ
泳
す
と
お
り
で
あ
る
」

G
W
R号
室
。
w-
ミ
ニ
ワ
N
O仰

〈4
〉
な
お
認
可
の
お
り
た
修
送
会
は
施
設
緩
逃
に
腫
隠
し
あ
ら
た
め
て
許
可
を
得
る
必
殺
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
行
裁
〈
コ
ン
セ
イ
品
・
デ
タ
〉
の
許
可
で
足
り
る
(
一

二
一
条
二
渓
)
。

〈

S
)
州
出
雲
弓
-
o
F
。
h
u
n
m
h
-
吻
恥
由
戸
〈
。
サ
州
凶
桜
丘
。
E
T
C
M
M
・-
h
w
m
w
・MmwM

(
6
)

叫

W
C

止。
E
T
C
h
u
-

丸一-同
uaM
∞一円

〈
?
)
一
八
三
郎
月
一

onの
法
律
の
第
一
条
は
、
刑
法
爽
二
九
一
条
の
適
用
を
免
れ
る
た
め
に
、
小
セ
ク
シ

a
ン
に
級
分
化
す
る
こ
と
で
会
員
数
の
脳
か
ら
対
象

か
ら
外
れ
る
こ
と
を
狙
う
絡
役
が
多
か
っ
た
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
。
広
明
三
了
。
hu-
父
?
"
司
・
宮
市
wu

お
雪
合

E
・
0
も
-
n
t
・-
m
y
M帥
中

て
。
守
迄
竜
宮
町

F
S・
。
t
-
M
U
-
祭
ま
た
烈
制
約
も
加
重
さ
れ
た
。
刻
日
夜
曲
刊
で
は
無
量
刑
而
紙
社
の
設
立
翁
e

会
長
等
、
役
員
の
み
に
対
し
罰
金
と
禁
闘
を
諜
し

-50-

〈

a)



て
い
た
が
、
一
八
一
一
一
閉
ま
法
律
は
組
織
許
可
結
社
の
A
差
す
べ
て
に
罰
金
と
禁
闘
を
課
サ
と
す
る

J
C開
u
p
s
-
a
h
a
-
Z
H
U

(
き
〉
∞
¢

a
g
F
8省
民
-
h
J

唱
島
阿
波
・
刑
法
措
洲
一
…
九
一

i
二
九
限
条
と
一
八
三
四
年
間
口
月
一

O
日
の
法
律
委
獲
棄
す
る
こ
と
を
開
明
文
化
し
た
。
な
お
二
九
開
閉
条
の
み
、

そ
の
廃
棄
は
一
九
O
笈
年
の
政
教
分
織
法
に
よ
ゥ
て
完
全
と
な
る
。
り
巴
関
与
後
o
h
?
の
む
よ
切
符
c
・

〈
一
一
)
行
政
命
令
に
よ
る
解
散

〈

1
〉

法
律
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
設
立
許
可
を
得
た
修
道
会
と
い
え
ど
も
、
持
政
当
掃
の
命
令
次
第
で
解
散
さ
せ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
同
法
の
公
布
以
前
に
無
許
可
で
活
動
し
て
い
た
棲
選
会
は
、

一
一
カ
月
以
内
に
許
可
を
要
求
し
た
こ
と
を
謹
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
行
な
わ
な
い
か
あ
る
い
は
行
な
っ
て
も
許
可
が
諾
否
さ
れ
た
な
ら
ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
解
散
し
た
も
の
と
同
凡
な
さ
れ
る

〈
一
八
条
一
・
二
環
〉
。
こ
の
よ
う
に
行
政
裁
震
に
よ
っ
て
解
散
を
行
な
う
と
し
た
点
が
、
許
可
に
櫨
帰
し
て
は
明
自
な
法
律
を
饗
す
る

51-

こ
と
と
比
較
し
て
、
こ
の
法
律
が
修
道
会
に
対
し
て
鰐
圧
的
な
ス
タ
ン
ス
そ
と
っ
て
い
る
と
い
う
性
格
を
明
氷
す
る
も
の
で
あ
る
と
雷

(
2〉

え
よ
う
G

る
とさ
して
て問
そ法
の に
E お
的い
がで

護主
で敷
あの
る震
と 定

説Z
さ 段
れ暗
た(が
際立あ
そ高
の'

管議
はり
無結
効社

i i 
甑つ
務b い
がて
表時

2京
れ 知j
る C

し
〈て

そ
の
閥
的
が

霊
で
あ

一
条
)
が
、
解
散
の
表

ライシテの一厳箇(徳永}

明
は
民
事
一
義
判
に
よ
る
〈
七
条
一
寝
〉
。
こ
の
よ
う
に
司
法
は
、
結
社
の
解
散
に
際
し
填
麗
を
識
す
こ
と
を
原
射
と
し
て
い
る
。
し
か

し
解
散
に
つ
い
て
は
例
外
の
規
定
、
す
な
わ
ち
行
政
解
散
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
特
例
を
認
め
、
そ
れ
に
当
た
る
結
社
の
種

類
と
は
大
部
分
が
外
国
人
で
構
成
さ
れ
る
結
社
、
当
覇
者
が
外
閤
人
ぜ
あ
る
結
社
ま
た
は
外
匿
に
本
部
を
有
す
る
枇
程
で
、
か
っ
岡
家

の
内
的
・
外
的
な
安
全
課
障
に
損
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
結
社
と
し
、
そ
れ
ら
は
開
講
で
出
さ
れ
る
共
和
盟
大
統
額
デ
ク
レ
に
よ
っ
て

〈

4〉

解
散
を
命
令
で
き
る
と
す
る
ご
二
条

1
2解
散
で
は
な
く
行
政
解
散
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
修
道
会
の
ほ
か
に
は
右
の
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結
社
の
み
で
あ
る
。

〈

1
〉
吋
修
滋
会
の
解
散
と
機
設
の
閉
鎖
は
、
鶴
議
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
る
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
る
」
(
一
一
一
一
条
三
項
)
。

〈

2
)

た
だ
し
一
行
政
の
当
防
に
よ
っ
て
解
散
し
た
と
見
な
さ
れ
た
修
道
会
の
財
産
の
没
収
・
清
算
の
権
限
は
、
司
法
の
当
局
に
属
す
る
(
一
八
条
三
項
)
。

〈

3
)

そ
の
擦
の
「
違
法
」
の
判
断
は
日
和
晃
約
で
あ
っ
て
、
修
造
会
が
許
可
な
く
結
成
さ
れ
る
と
直
ち
に
違
法
そ
し
て
軽
諜
犯
と
窓
れ
る
の
と
は
、
相
相
当
に
異
な
っ

て
い
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
て
O
守
岡
山
ミ
弘
幸
子
。
、
・
2
h
曹
三
由
酢
川
町
内
伊

E
C
C
e

宅
事
長
二
議
-
会
∞
舶
wmg-

て
。
宅
問
凶
C
三
@
鈴

F
h
w
c
h
w
・2
?
W
2
y回
出
向
山
骨

Z
P
H〉
g
m同
Z
F
a
o
h
p
a
h
-盛
岡

whuwpzωE-芯
F
C
h
u
-
n九

h
・・

MMhi刊一戸

(
4〉結

社
の
書
出
と
畿
道
会

結
社
お
よ
び
棲
選
会
結
社
に
対
し
て
立
法
容
が
出
し
た
結
論
と
し
て

結
社
に
お
け
る
護
送
金
結
社
の
校
関
付
け
を
明
確
に
す
る
た
め
に
師
法
を
全
体
的
に
眺
め
て
み
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
「
結
社
法
」

九
O 

年
の
法
律
を
と
ら
え
、
か
っ
、
立
法
者
の
意
臨
し
た

と
し
て
の
持
法
を
検
討
し
て
み
た
い
。

(
二
結
社
の
権
利
と
そ
の
制
限

〈

1

)

i

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
結
社
の
自
由
が
確
立
す
る
の
は
、

一
九

C
一
年
七
月
一
日
の
法
律
制
定
に
よ
る
。
開
法
は
結
社
設
立
に
つ
い
て

の
完
全
な
自
由
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

「
結
社
の
結
成
は
寝
泊
で
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
許
可
も
結
成
空
義
務
も
繁
し
な
、

条
前
半
部
分
)
。
こ
の
条
文
を
、
先
に
挙
げ
た
一
六
条
と
辻
較
し
て
み
た
い
。
一
一
条
の
規
定
す
る
結
社
の
白
出
は
、
結
社
の
権
利
そ
議

〈

2
〉

こ
と
ぞ
搬
昧
し
て
い
た
c

法
的
原
理
と
し
て
保
論
博
さ
れ
る
人
権
の

一
九

O

年
の
法
律
制
定
以
前

は
、
結
社
の
権
利
と
は
縦
別
法
典
…

一
条
が
規
定
し
そ
れ
が
一
綾
法
と
な
っ
て
い
た
よ
う
に
、
許
可
と
出
引
き
替
え
に
の
み
与
え
ら
れ
る

も
の
に
す
ぎ
ず
、
省
の
よ
う
な
人
権
と
し
て
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
一
六
条
に
よ
れ
ば
、
修
4
埴・会

-52-

〆側、



(
3
)
 

の
結
成
は
許
可
と
引
き
替
え
に
の
み
許
さ
れ
る
性
鷲
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
従
来
の
結
社
の
一
種
法
で
結
社
法
の
制
定
と
同
時
に
廃
棄

さ
れ
た
条
項
が
、
こ
こ
に
は
生
き
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

憲
法
的
原
理
と
し
て
人
権
の
一
つ
と
し
て
結
社
の
権
利
が
存
荘
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
権
利
は
公
共
の
安
寧
・
秩
序
の
維
持
を
妨
げ
る

か
、
そ
の
恐
れ
が
重
大
で
な
い
限
り
に
お
い
て
、
絶
対
的
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
制
罷
を
加
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る

に
は
、
そ
の
器
開
が
十
分
に
合
理
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
民
法
が
行
な
う
と
こ
ろ
の
、

「
修
道
会
」
と
名
指
し
さ
れ
た
特
定

の
結
社
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
結
社
の
権
利
を
保
樟
す
る
と
い
う
議
法
的
原
理
一
に
も
か
か
わ
ら
ず
ゆ
る
さ
れ
る
と
明
言
す
る
こ
と
が
で

き
る
合
理
的
援
慌
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
修
道
会
の
結
成
が
公
共
の
安
事
・
秩
序
に
と
っ
て
脇
陣
替
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
の

証
明
は
な
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
結
社
を
危
険
物
と
見
な
す
に
は
、
ぞ
れ
が
掲
げ
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
指
向
し
て
活
動
す
る
と
こ
ろ
の
目
的
の

一時一

内
容
が
判
断
幕
準
と
さ
れ
る
。
事
実
、
持
法
は
次
の
よ
う
な
条
文
会
有
す
る
。
「
適
法
な
対
象
を
動
機
と
し
ま
た
は
指
向
し
て
結
成
さ

れ
、
法
律
・
良
俗
に
反
し
、
ま
た
は
政
府
の
共
和
政
体
を
損
な
う
よ
う
な
目
的
を
有
す
る
い
か
な
る
結
社
も
、
無
勢
で
あ
り
効
力
を
有

(
4〉

「
臼
的
」
に
収
数
す
る
。
し
か
し
目
的
の
内

し
な
い
」

〈
一
一
一
条
)
。
こ
こ
に
晃
ら
れ
る
対
象
、
動
機
、
自
的
と
い
う
一
ニ
穏
の
語
は
、

容
ぞ
も
っ
て
し
て
、
修
道
会
結
成
の
制
限
を
正
当
北
す
る
こ
と
は
鰐
蔵
困
難
で
あ
ろ
う
。

ライシテの-u折衝{徳永)

そ
こ
で
棲
道
会
の
「
危
険
性
」
に
つ
い
て
、
モ
ラ
ン
ジ
且
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
修
道
会
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
外
鵠
で
も
、

(
5〉

非
常
に
長
さ
に
わ
た
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
国
教
と
し
て
い
る
悶
々
で
す
る
、
公
権
の
不
安
さ
ら
に
は
敵
対
、
官
官
喚
起
し
て
き
た
九

「
す
べ
て
の
穆
議
会
は
、
公
権
に
と
っ
て
脅
威
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
修
道
会
は
議
常
の
結
社
よ
り
も
は
る
か
に
会
員
の
揖
束
力
が
強
く
、

し
た
が
っ
て
罰
家
か
ら
市
民
を
奪
い
と
る
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
彼
ら
〈
会
員
)
は
後
ら
の
持
つ
、
よ
り
讃
重
な
も
の
に
よ
っ
て
拘
束
さ

〈

6〉

れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
毘
に
お
い
て
は
、
他
の
す
べ
て
の
者
に
そ
の
影
響
が
時
折
非
常
に
強
く
設
ぷ
」
。
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こ
れ
は
修
議
会
の
「
危
険
性
」
に
関
す
る
一
設
約
な
証
言
と
し
て
の
意
味
を
一
嘉
有
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し

よ
り
貴
重
な
註
言
と
し
て
、

一
九

O
一
年
の
法
律
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
注
自
し
た
い
。
そ
こ
に
は
危
険
性
の
証
明
の
可
首
は
と
も

か
く
、
現
実
に
立
法
者
が
修
道
会
を
危
検
視
し
た
理
由
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
と
患
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
c

あ
っ
た
り
、
ま
た
は
本
部
を
外
悶
に
有
す
る
結
社
で
、
か
て
そ
の
行
動
が
本
繁
釣
に
儲
纏
ま
た
は
閥
売
の
市
壌
の
正
常
な
状
態
を
乱

し
た
り
、
国
家
の
内
外
の
保
全
に
織
内
容
乞
与
え
た
り
す
る
よ
う
な
結
社
は
;
:
:
」

〆酬刷、、

条
)
。
こ
れ
は
一
九
む
一
年
の
詰
棒
に
お
け

る
解
散
の
間
外
観
認
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
結
社
は
行
政
解
散
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
条
項
は
、
無
効
を
宣
告
す
る
三
条
と
と
も
に
、

結
祉
の
権
利
保
護
の
例
外
を
な
し
て
い
る
。
し
か
も
三
条
の
表
現
よ
り
も
具
体
的
で
あ
り
、
よ
り
修
道
会
を
培
一
不
さ
せ
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
修
道
会
に
つ
い
て
の
規
定
簡
所
す
な
わ
ち
第
三
編
で
は
な
く
、
第
二
揮
の
最
後
に
存
す
る
が
、
行
政
解
教
と
い
う
点

で
修
道
会
と
共
通
す
る
し
、
か
つ
修
道
会
は
、

ロ
i
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
と
っ
て
本
費
約
な
盤
際
的
性
格
を
つ
よ
く
一
反
映
し
て
条
文

の
前
半
部
分
が
該
当
す
る
。
ま
た
後
半
部
分
は
、
一
一
一
条
の
表
現
の
設
い
か
え
で
あ
る
と
党
ら
れ
る
。
こ
の

一
条
が
標
的
と
し
て
い
る

対
象
の
少
な
く
と
も

つ
が
修
議
会
で
あ
る
と
読
み
絞
る
こ
と
は
不
鳴
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
袋
藍
の
理
由
は
、

そ
の
多
く
が
修
議
会
に
惑
で
は
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

政
府
提
出
の
法
案
に
第
三
掘
の
修
道
会
の
特
別
規
定
が
存
し
な
い
代
わ
り

に
、
こ
の

…
条
の
一
川
被
相
続
定
を
も
っ
て
修
道
会
理
絡
の
条
項
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
立
法
者
が
修
道
会
を
危
換
捜
し
て
い
た
こ
と
は
提
い
あ
る
ま
い
。
ま
た
こ
の
一
二
条
に
つ
い
て
は
、
そ

の
後
半
部
分
に
関
し
て
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
誓
願
」
と
の
関
連
に
お
い
て
、
よ
り

層
重
大
な
問
問
題
委

提
起
す
る
。

〈

I
V

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
総
絞
の
融
制
市
側
は
、
際
史
的
に
新
し
く
か
っ
総
定
的
な
出
回

E

阪
で
あ
る
。
て
堂
、
家
ミ
き
開
。
・

0

、，ah-a唱
egzω
・
そ
れ
は
ま
ず
開
獄
中
比
約

54 



に
あ
=
加
わ
れ
、
総
済
的
な
役
銭
安
衛
ず
る
も
の
な
ど
そ
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
結
社
の
自
由
の
オ
ヲ
ジ
ナ
か
な

排
除
油
輸
と
は
、
そ
れ
ぞ
も
っ
ぱ
ら
否
定
的
な
存
寂
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
て
。
守
迄

2
8開
p
e
-
n
ι
?
"
ヤ
∞
品
・
お
の
繁
雄
清
か
ら
、
結
社
の
白
取
は
一
九

o…
鐙
?
の
法
律
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
憲
法
的
際
理
に
立
御
す
る
人
権
の
一
つ
と
し
て
の
織
伎
を
獲
得
す
る
に
笈
る
。

〈

2
)
て
O

町、Z
E
h
a
o
z
・。
hu-
の
h
h

・・山
y
m吋一円}・

(
3〉
」

S
R・唱・
8
m・

〈

4
)

同かた・-』
M
h
a
・

〈

5
〉

玄

o
gヨ
司
0
・。
h
u
n
R
J

苧
M
C
災

(
5
)
~窓
弘
二
唱

-NCP

〈
}
己
誓
願
と
法
的
議
準

修
道
会
規
制
の
壊
拠
が
、
会
の
目
的
と
は
あ
ま
り
関
連
性
を
有
し
な
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
修
道
会
と
一
一
般
信
徒
の
宗
教
結
社

F
D
 

骨

h
u

と
の
関
に
設
け
ら
れ
た
合
理
的
な
ら
ざ
る
鑑
別
と
い
う
点
か
ら
、

一
九

O
一
年
の
法
律
に
お
け
る
修
議
会
規
制
は
、
よ
り
一
趨
重
大
な

問
題
ぞ
含
ん
で
い
る
。

ライシテのー断言言(徳泳}

一
鞍
檎
徒
の
宗
教
結
社
を
灘
常
の
結
社
扱
い
と
す
る
点
が
、
修
道
会
規
制
制
を
そ
の
目
的
を
も
っ
て
し
て
正
当
化

す
る
際
の
最
大
の
難
点
で
あ
り
、
立
法
者
が
あ
く
ま
で
結
社
の
目
的
に
よ
る
窺
制
を
掲
げ
る
と
し
た
ら
自
己
矛
唇
乞
記
こ
す
点
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
立
法
者
の
本
音
と
し
て
は
、
修
道
会
の
特
劉
規
制
制
の
理
由
は
そ
の
自
的
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
存
在
自
体
に
あ
る
の

〈

1
)

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

そ
こ
で
修
道
会
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
再
検
討
が
要
諒
さ
れ
る
。
立
法
者
自
身
の
と
ら
え
る
修
道
会
と
は
、
@
会
員
が

修
道
番
頼
を
立
て
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
舎
教
会
法
の
規
定
に
従
属
す
る
会
則
を
有
し
、
争
制
搬
を
器
用
し
共
再
生
活
を
営
む

〈

2
)

と
い
う
コ
一
点
を
必
舗
と
し
、
地
に
修
議
の
存
在
、
敬
農
な
目
的
の
追
求
、
そ
し
て
会
の
永
続
性
な
ど
そ
定
義
と
し
て
い
る
。

L
-
デ
ュ
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ギ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
で
修
議
会
の
み
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
断
定
で
き
る
の
は
誓
轍
の
み
で
あ
り
、
立
法
者
の
意
識
に
巣
く
う
鷲
剖

意
識
の
棋
槌
も
番
難
に
収
数
し
て
い
く
と
い
う
。
響
麟
の
賓
立
は
韓
入
の
良
心
の
・
8
出
に
基
づ
く
行
為
で
あ
る
の
に
、
立
法
者
が
間
接

的
に
響
巌
を
標
的
と
す
る
の
は
、
革
命
が
聖
剥
し
た
最
も
喬
一
大
な
憲
法
的
原
理
を
ま
さ
に
醗
翻
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
ζ
と
に
な
る
。

一
九

O
一
年
の
法
律
の
立
法
者
は
誓
臓
を
秘
主
し
た
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
有
無
を
讃
捜
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
こ
れ
ぞ
法
的
に
人
間
を
こ
憩
殺
に
分
け
る
規
準
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
立
詮
者
鎚
身
が
誓
願
を
法
的
規
準

(nHい
け
か

H
2
5

吉
弘
伝
吉
田
)
と
し
て
い
る
点
こ
そ
が
、
最
も
根
本
的
な
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
誓
願
は
、
教
会
法
に
お
い
て
は
法
的
持
束
力
を

有
す
る
重
大
な
契
約
マ
あ
る
が
、
世
俗
の
法
に
お
い
て
は
個
人
の
良
心
の
由
民
自
の
範
鴫
に
あ
る
の
で
、
立
法
者
は
知
り
え
ず
知
る
必
饗

〈

3
)

も
な
い
事
棋
で
あ
る
。
端
的
に
言
っ
て
響
額
は
世
揺
C
法
に
お
い
て
は
何
ら
の
効
力
も
有
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
法
的
競
準
と
は
決
し

て
な
り
え
な
い
。
立
法
者
の
犯
し
た
根
本
的
誤
り
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

-56-

一
九

G
一
年
の
法
律
の
最
大
の
問
題
点
も
こ
こ
に

存
す
る
と
叶
…
悶
え
よ
う
。

同
法
は
、
良
心
の
自
由
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
近
代
憲
法
の
摂
本
間
原
則
的
に
お
い
て
、
ぞ
れ
を
揺
る
が
せ
に
し
か
ね
な
い
危
検
な
内
替
を
含

(
4〉

ん
で
い
る
。
結
論
的
に
震
え
ば
、

(
6〉

き
す
ぎ
と
…
一
一
…
…
…
問
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

…
一
編
を
設
け
て
諺
議
会
を
明
示
的
に
差
期
し
た
こ
と
が
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
立
語
審
の
行

〈

1
〉
「
修
滋
会
の
会
員
の
田
市
た
す
任
務
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
問
題
は
な
い
e
i
-
-
-
む
し
ろ
開
問
題
な
の
は
、
墜
事
会
会
闘
の
身
分
で
あ
る
」

e
y
h
若
宮
問
。
・
さ
e

偽札
h
J

官官・叫口∞
L
F
M
C
P

〈

2
〉
修
滋
会
の
定
義
は
い
か
な
る
立
法
の
テ
キ
ス
ト
に
も
与
し
な
い
た
め
、
判
例
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
〈
色
、
仏
室
内
制
c
g
足
。
ず
司
グ
丈
窓
2
2
E
v
h
S
R富
良

今父宮邑匂凡旬、"。望書
F
A
F吻
笠
z
s
g
.
M
Y
叩

8.
玄。

sn特戸。
hu
・内投。.官日号館山口
E
2
2
“。
hu
・2
?
"
司
伽
掛
か
り
区
間

g
p
。hu会
主

=MY訟品
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ライシテの…断言語〈徳永)

o
u
m
c
F
o
h
u
e
発'・

3
訟品
P
S
4
6

立
法
務
は
誓
願
に
制
約
し
嫌
悪
之
忽
怖
を
抱
い
て
い
た
。
て
。
守
口
α
n
z
F
O
B
・
S
・
-
下
公
肌
・
そ
の
漂
白
は
第
九
時
以
来
の
偶
人
主
義
制
問
時
十
に
由
来
す
る
。
「
倒

人
主
義
哲
学
は
、
グ
ル
i
プ
の
品
約
骨
組
の
た
め
に
鐙
入
の
自
由
を
放
灘
す
る
こ
と
そ
批
判
す
る
。
こ
の
思
想
は
一
九

O
一
俸
の
討
論
の
甑
師
、
必
然
的
に
出
現
し
た
同

夜
ミ
g
R
e
-
S
怠
J

司

-N3・
…
方
立
法
務
の
と
り
得
ゑ
行
動
の
中
で
、
可
能
か
つ
録
法
的
原
理
に
矛
盾
し
な
く
て
す
ん
だ
こ
と
と
は
、
輔
君
臓
の
無
視
の
み
で

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
番
蹴
闘
は
教
会
法
上
の
契
約
で
あ
っ
て
被
俗
の
法
に
お
い
て
は
無
効
で
あ
る
と
の
端
組
織
に
立
て
ば
、
殊
更
修
滋
会
を
特
別
線
制
す
る
必
要

は
な
か
っ
た
。
織
的
に
母
国
え
ば
、
修
道
会
に
対
す
る
送
開
制
緩
定
た
る
第
二
一
縦
一
を
設
け
ず
に
、
結
校
全
般
に
途
開
問
お
れ
る
規
制
制
の
一
般
条
項
、
す
な
わ
ち
三
条
と

一
一
一
条
委
震
い
て
綴
援
の
余
地
そ
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
滋
会
取
締
の
窓
会
を
保
持
す
る
程
度
に
と
ど
め
る
べ
露
で
あ
っ
た
。
立
法
者
が
努
搬
を
無
視
で
き

ず
、
あ
ま
つ
さ
え
こ
れ
そ
法
的
議
準
と
し
た
こ
と
は
、
ラ
イ
シ
チ
を
様
務
し
そ
の
縫
立
を
欲
一
す
る
立
法
援
と
し
て
は
重
大
な
臼
己
矛
照
明
、
あ
る
。

(
5
)

法
案
で
は
第
三
編
は
初
め
移
夜
せ
ず
、
三
条
と
第
一
一
一
祭
に
よ
っ
て
修
道
会
取
締
の
可
緩
性
を
残
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
た
め
最
終
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
綴
鍵

で
あ
っ
た
。
玄

2
2開0
・
8
‘
S

3

唱
-
N
H
E
U

出品

R
E
S
-
8・1
H
3

官
-M8・
政
府
案
は
「
修
道
会
」
と
い
う
籍
条
燃
い
ず
、
「
商
問
裟
間
関
係
で
は
な
い
種
々
の

後
利
mw
放
幾
を
要
請
す
る
結
社
」
と
い
う
議
現
お
よ
び
畿
終
テ
キ
ス
ト
の
一
一
一
条
の
表
現
に
よ
っ
て
修
造
会
後
示
唆
し
、
そ
の
規
制
制
の
余
地
を
残
し
て
い
た
が
、

下
践
の
委
員
会
は
こ
れ
ら
を
不
十
分
と
し
、
「
商
業
関
係
で
は
な
い
組
織
今
の
緩
利
の
放
繁
一
五
キ
い
と
い
う
表
現
を
外
し
(
一
二
条
は
残
さ
れ
た
〉
、
代
わ
り
に

第
一
一
一
綿
一
一
一
一
条
以
下
を
滋
り
込
み
、
下
院
で
採
択
ぢ
れ
た
。
こ
れ
は
修
道
会
と
い
う
謹
閉
そ
明
示
約
に
用
い
、
こ
れ
を
肱
村
山
比
し
て
酌
取
り
締
ま
る
こ
と
ぞ
滋
味
す
る
。

な
お
一
元
老
続
で
は
「
修
滋
会
」
に
定
義
務

w

与
え
る
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
開
問
法
般
滋
者
の
嘗
紛
〈
常
念
品
。
三
含
O
C
2
3
…
)
ヴ
ル
デ
ッ
ク
ー
ル
ソ
l
〈
#
崎
氏
血
書
ヂ

閉
山

2
2
2
)
の
醗
議
に
甘
麗
づ
い
て
、
一
元
老
絞
は
こ
の
間
誕
祭
そ
桜
杏
し
ぶ
憩
総
義
な
し
で
修
道
会
と
い
う
窺
聞
を
回
帰
い
た
テ
キ
ス
ト
が
議
終
約
に
法
律
と
し
て
成
立

し
た
。
。
眠
時
C
F
o
b
-
S
よ
官
官
・
訟
N

炉
出
会
第
一
一
一
綴
を
め
ぐ
る
下
院
お
よ
び
え
老
践
で
の
論
議
に
つ
い
て
は
次
そ
参
照
さ
れ
た
い
。
じ
言
。
吋
開
昇
。
百

enp-岬

g
つ
-
M
S
Y明

Y
N
a
E
C
S
〈

一

)

会

〈
告
)
一
九

O
一
年
の
け
級
協
押
は
フ
ラ
ン
ス
憲
法
原
理
に
お
い
て
史
上
制
初
め
て
〕
般
的
な
結
社
の
問
自
〈

Z
Z
3
q
m
E
2
5
r
v
U
2
3ゑ
E
〉
を
酔
掘
削
剥
し
た
と
事
れ

る
が
、
実
は
対
象
別
に
自
由
と
取
締
役
使
い
分
け
た
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
、
例
法
に
つ
い
て
は
否
定
的
に
務
仰
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
絵
祉
の
向
純
白
に
関
す

る
法
律
を
作
成
し
た
の
は
、
修
道
会
の
臼
織
を
認
め
な
い
法
律
が
必
獲
で
あ
る
と
怨
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」
〈
向
山
記
念

2
・
0
予
怠
よ
官
】
叩
同
)
て
。
守
口
α
刊誌昨・

8胃
伶
札
h

w

三
お
そ
こ
で
、
向
日
伐
の
数
格
安
十
分
に
説
明
す
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
シ
テ
の
議
論
を
援
用
す
る
こ
と
が
必
畿
と
な
っ
て
く
る
。
開
法
は
う
イ
ッ
ク

〈
E
g
e〉
な
論
理
を
打
ち
出
し
た
の
明
、
あ
り
、
ぞ
れ
は
修
道
会
の
翁
恕
に
対
す
る
数
対
と
漆
慾
の
裟
求
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
府
・
立
法
者
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が
ラ
イ
シ
チ
を
強
〈
欲
し
て
い
た
こ
と
各
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
例
法
の
評
価
が
不
十
分
に
な
ろ
う
。
国
別
法
は
、
結
社
の
尚
刷
出
の
霊
別
曹
と
そ
の
権
利
の
緩
認
を

Jq，F

た
と
開
明
言
す
る
に
は
問
題
が
必
り
す
ぎ
る
が
、
「
続
投
法
い
と
し
て
は
史
上
画
期
的
な
鑑
値
を
官
持
す
る
。
そ
の
問
鍾
点
は
、
立
法
者
が
結
社
の
自
由
の
凝
立
の

み
な
ら
ず
ラ
イ
シ
テ
の
縫
立
に
も
気
を
と
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
二
つ
の
憲
法
的
稿
欄
還
の
確
定
を
問
問
時
に
戴
い
て
い
た
た
め
、
本
来
の
結
社
法
が
そ
の
影
響
そ
受

け
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
一
九

O
}
年
の
法
僚
の
性
格
上
の
問
題
点
の
原
図
は
、
立
法
務
の
抽
拙
速
に
あ
る
と
号
一
一
問
え
よ
う
。

結

一
九

O
一
年
の
法
簿
は
結
社
法
で
あ
り
、
そ
の
一
部
が
接
選
会
の
境
窓
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
棲
議
会
問
題
は
結
社
の
問
題
の
一

部
で
も
あ
る
。
む
し
ろ
従
来
こ
れ
は
結
社
法
の
鎖
識
に
お
い
て
、
そ
し
て
今
一
つ
に
は
教
育
の
白
取
化
の
縄
問
舗
に
お
い
て
付
髄
的
に
叡

り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
同
法
は
決
し
て
「
政
教
分
離
法
」
で
は
な
く
「
結
社
法
」
で
あ
り
、
読
者
は
一
九

O
五
年
の
法
律
を
指
し
て
一
一
一
日

う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
器
家
が
ラ
イ
ッ
ク
な
論
理
を
打
ち
出
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
こ
れ
と
対
に
な
る
の

58 

が
一
九

0
…
年
の
法
律
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
用
法
は
、
結
社
と
修
道
会
結
社
に
対
し
て
立
法
者
が
一
阜
の
結
論
を
出
し
、
結
社
法
に

つ
い
て
の
論
理
的
帰
結
を
も
た
'
り
し
て
い
る
一
方
で
、
ラ
イ
シ
テ
に
つ
い
て
の
立
法
の
論
理
的
腹
開
の
は
じ
め
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ラ

ン
ス
現
代
憲
法
に
お
け
る
こ
つ
の
藩
本
原
理
に
ま
た
が
っ
て
重
大
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
毘
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
修
道
会
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
し
ば
し
ば
韓
議
的
な
得
在
で
あ
り
、
と
く
に
行
政
法
的
な
観
点
か
ち
の
こ
の
団
体
の

扱
い
は
、
今
後
お
お
い
に
検
討
の
対
象
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。




